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（百万円未満切捨て） 
1.平成24年2月期第2四半期の連結業績（平成23年3月1日～平成23年8月31日） 

(1)連結経営成績（累計）                                                              （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年2月期第2四半期 20,561 11.9 402 49.4 △187 ― △470 ― 

23年2月期第2四半期 18,373 75.8 269 ― △451 ― △636 ― 

 

潜在株式調整後１株当たり四半期 
 １ 株 当 た り四半期純利益 

 純利益  

 円 銭 円 銭 

24年2月期第2四半期 △28.78 ― 

23年2月期第2四半期 △38.95 ― 

 
(2)連結財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円 銭

24年2月期第2四半期 47,174 25,953 55.0 1,589.10

23年2月期 42,743 26,372 61.7 1,614.80

(参考)自己資本 24年2月期第2四半期25,953百万円 23年2月期26,372百万円 

 
2.配当の状況 

年間配当金 
 

第1四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年2月期 ― 0.00  

24年2月期 

（予想） 
 ― 0.00 0.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 有 

 

 

3.平成24年2月期の連結業績予想（平成23年3月1日～平成24年2月29日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり当期 

純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 39,700 13.7 580 705.6 △390 ― △780 ― △47.76

(注)当四半期における業績予想の修正有無 無 



 

４．その他  （詳細は、【添付資料】３ページ「2.その他の情報」をご覧ください。） 
 

(1)当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 ―社 (社名                      ) 、除外 ― 社 (社名                      ) 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

(2)簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

(3)会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

(4)発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年2月期2Ｑ 16,333,000 株  23年2月期 16,333,000 株

② 期末自己株式数 24年2月期2Ｑ 1,058 株  23年2月期 1,032 株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年2月期2Ｑ 16,331,944 株  23年2月期2Ｑ 16,331,998 株

 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外ですが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に

基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、業績予想に関する事項は、【添付資料】３ページ 「連結業績予

想に関する定性的情報」をご覧ください。 

 

 



  

  

○添付資料の目次

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 …………………………………………………………………………  2

（１）連結経営成績に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（２）連結財政状態に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  2

（３）連結業績予想に関する定性的情報 ………………………………………………………………………………  3

２．その他の情報 ……………………………………………………………………………………………………………  3

（１）重要な子会社の異動の概要 ………………………………………………………………………………………  3

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 ……………………………………………………………………  3

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 ……………………………………………………………  3

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 ……………………………………………………………………  3

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………………………  4

（１）四半期連結貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………  4

（２）四半期連結損益計算書 ……………………………………………………………………………………………  6

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 …………………………………………………………………………  7

（４）継続企業の前提に関する注記 ……………………………………………………………………………………  9

（５）セグメント情報 ……………………………………………………………………………………………………  9

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 ……………………………………………………………  11

㈱竹内製作所（6432）　平成24年２月期　第２四半期決算短信

－　1　－



(１)経営成績に関する定性的情報 

 当社グループの主力市場である米国、欧州及び中国市場の当第２四半期連結累計期間（平成23年３月１日から平成

23年８月31日まで）の経済は、米国におきましては、住宅差押物件の増加により在庫が高止まりし住宅市場が軟調に

推移していることと、東日本大震災に伴うサプライチェーン障害などにより個人消費が減速したことにより、景気の

回復のペースは鈍化しております。欧州におきましては、ソブリン問題の拡大と好調だったドイツとフランスの成長

が輸出の伸びの鈍化により減速したことなどにより、先行き不透明感が高まってきております。中国におきまして

は、内需は旺盛で引き続き高い成長を維持しておりますが、物価の高騰は政府のインフレ抑制策の下でも収まってお

らず、景気減速が懸念されております。 

  当社グループが属する建設機械業界におきましては、世界経済の緩やかな回復基調の中、前年同期と比較して米国

及び欧州で需要は増加しましたが、中国におきましては、政府の金融引締めや不動産投資規制の影響を受けて需要は

減少しました。 

 このような環境の中で当社グループは前年同期と比較して、米国及び欧州におきましてはミニショベル、油圧ショ

ベル及びクローラーローダーの需要の増加により、当第２四半期連結累計期間の販売台数が増加しましたが、中国に

おきましては、ミニショベル及び油圧ショベルの需要の減退により、当第２四半期連結累計期間の販売台数が減少し

ました。一方、リーマンショック以降の持続的な円高により、当社グループ製品の利益率は低下しております。これ

らの状況に対処するため、当社グループは、部品の中国等からの海外調達及び設計の見直しによる原価低減を引き続

き実施しております。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は販売台数が増加したことにより、205億６千１百万円（前年同期

比11.9％増加）になりました。 

 利益面につきましては、円高により外貨建売上の円換算額が目減りしたことにより売上総利益率が悪化しました

が、販売台数の増加、製品の値上により、営業利益は４億２百万円（前年同期比49.4％増加）となりました。経常損

益は、米ドル・英ポンド・ユーロ建資産について当第２四半期連結累計期間末の為替相場が、前連結会計年度末に対

して円高になったことにより、５億９千３百万円の為替差損が発生し、１億８千７百万円の経常損失（前年同期は、

４億５千１百万円の経常損失）になりました。四半期純損失は、税金費用を２億５千３百万円計上したことなどによ

り、４億７千万円（前年同期は、６億３千６百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  

①  日本 

日本では、欧州向けミニショベル及びトラックローダーの販売台数が増加したことにより、売上高は97億１千３

百万円、セグメント利益は２億４千８百万円となりました。 

②  米国 

米国では、ミニショベル、油圧ショベル及びクローラーローダーの販売台数が増加したことにより、売上高は57

億１千万円、セグメント利益は４億４千３百万円となりました。 

③ 英国 

英国では、ミニショベル、油圧ショベルの販売台数が増加したことにより、売上高は16億４千３百万円、セグメ

ント利益は８千８百万円となりました。 

④ フランス 

フランスでは、ミニショベル、油圧ショベル及びトラックローダーの販売台数が増加したことにより、売上高は

14億５千万円、セグメント利益は１億１千６百万円となりました。 

⑤  中国 

中国では、ミニショベル及び油圧ショベルの販売台数が減少したことにより、売上高は20億４千３百万円、セグ

メント利益は２千８百万円となりました。   

  

(２)連結財政状態に関する定性的情報 

① 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ44億３千１百万円増加し、471億７千４百万

円となりました。これは主に、たな卸資産が５億３千３百万円減少しましたが、現金及び預金が５億８千８百万円増

加、及び販売台数の増加により受取手形及び売掛金が45億９千６百万円増加したことによるものです。 

 負債は前連結会計年度末に比べ48億５千万円増加し、212億２千１百万円となりました。これは主に、生産台数の

増加により支払手形及び買掛金が25億９千２百万円増加及び短期借入金が22億９千５百万円増加したことによるもの

です。 

 純資産は前連結会計年度末に比べ４億１千９百万円減少し、259億５千３百万円となりました。これは主に利益剰

余金が４億７千万円減少したことによるものです。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

㈱竹内製作所（6432）　平成24年２月期　第２四半期決算短信

－　2　－



②キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

７億８千８百万円増加し、95億６百万円となりました。 

 当第２四半期連結累計期間（平成23年３月１日から平成23年８月31日まで）における各キャッシュ・フローの状況

とそれらの要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により使用した資金は12億６千２百万円（前年同期比９千２百万円増加）となりました。 

 これは主に、たな卸資産の減少額６億３千３百万円、仕入債務の増加額23億５千６百万円の収入がありましたが、

売上債権の増加額45億１千３百万円の支出によるものです。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により支出した資金は４千７百万円（前年同期は、１億７千９百万円の収入）となりました。これは主

に、定期預金の純減少額２億円がありましたが、有形固定資産の取得による支出２億５千２百万円によるものです。

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により得られた資金は22億９千１百万円（前年同期は、６億７千６百万円の支出）となりました。これは

主に、短期借入金の純増加額22億９千４百万円の収入によるものです。 

  

(３)連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年２月期の通期の連結業績予想につきましては、平成23年10月５日に発表しました業績予想から変更はあ

りません。詳細は、平成23年10月５日発表の「平成24年２月期第２四半期累計期間及び通期の業績予想の修正に関

するお知らせ」をご参照ください。 

なお、本業績予想における第３四半期以降の外国為替レートは、１米ドル＝77円、１英ポンド＝119円、１ユー

ロ＝102円、１人民元＝12円を前提としております。 

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

①会計処理基準に関する事項の変更 

 資産除去債務に関する会計基準の適用  

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。  

 これにより、営業利益は2,409千円減少し、経常損失は2,409千円増加し、税金等調整前四半期純損失は、

32,791千円増加しております。 

  

②表示基準の変更 

 （四半期連結損益計算書）  

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

適用により、当第２四半期連結累計期間では「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

す。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 10,003,755 9,415,375

受取手形及び売掛金 19,466,578 14,870,210

商品及び製品 5,536,798 6,944,188

仕掛品 1,676,432 1,241,166

原材料及び貯蔵品 2,327,002 1,888,142

繰延税金資産 168,750 167,141

その他 356,471 417,117

貸倒引当金 △214,446 △110,521

流動資産合計 39,321,343 34,832,819

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,478,774 3,483,241

機械装置及び運搬具（純額） 1,033,579 1,129,498

土地 2,245,369 2,224,440

その他（純額） 339,793 276,627

有形固定資産合計 7,097,516 7,113,808

無形固定資産 266,475 280,778

投資その他の資産   

その他 643,176 677,330

貸倒引当金 △154,074 △161,396

投資その他の資産合計 489,101 515,934

固定資産合計 7,853,094 7,910,521

資産合計 47,174,437 42,743,340
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年８月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成23年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 15,801,837 13,209,660

短期借入金 3,398,615 1,103,468

未払法人税等 117,077 57,682

賞与引当金 59,291 47,431

製品保証引当金 380,712 372,448

その他 889,979 1,167,903

流動負債合計 20,647,513 15,958,595

固定負債   

退職給付引当金 57,887 42,139

役員退職慰労引当金 223,805 218,314

債務保証損失引当金 128,573 101,902

その他 163,490 49,567

固定負債合計 573,756 411,924

負債合計 21,221,270 16,370,519

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,632,948 3,632,948

資本剰余金 3,631,665 3,631,665

利益剰余金 21,382,738 21,852,757

自己株式 △3,214 △3,188

株主資本合計 28,644,137 29,114,182

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △23,596 △5,670

為替換算調整勘定 △2,667,372 △2,735,691

評価・換算差額等合計 △2,690,969 △2,741,361

純資産合計 25,953,167 26,372,821

負債純資産合計 47,174,437 42,743,340
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

売上高 18,373,689 20,561,047

売上原価 15,784,895 17,831,156

売上総利益 2,588,793 2,729,890

販売費及び一般管理費   

運搬費 575,079 613,780

製品保証引当金繰入額 101,495 115,841

貸倒引当金繰入額 153,281 100,697

債務保証損失引当金繰入額 23,438 25,364

役員報酬 66,457 69,732

給料及び手当 492,689 514,827

賞与引当金繰入額 12,145 14,838

退職給付費用 20,450 24,824

役員退職慰労引当金繰入額 5,717 5,491

その他 868,496 841,774

販売費及び一般管理費合計 2,319,250 2,327,171

営業利益 269,543 402,718

営業外収益   

受取利息 11,195 14,840

受取配当金 1,142 1,318

補助金収入 27,000 30,000

その他 24,095 21,585

営業外収益合計 63,433 67,744

営業外費用   

支払利息 12,687 44,736

為替差損 749,881 593,670

その他 21,864 19,552

営業外費用合計 784,433 657,959

経常損失（△） △451,456 △187,496

特別利益   

固定資産売却益 503 5,468

特別利益合計 503 5,468

特別損失   

固定資産売却損 1,869 1,563

固定資産除却損 1,163 218

投資有価証券評価損 208 1,835

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30,382

特別損失合計 3,241 33,998

税金等調整前四半期純損失（△） △454,194 △216,026

法人税、住民税及び事業税 92,426 232,220

法人税等調整額 89,587 21,772

法人税等合計 182,013 253,993

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △470,019

四半期純損失（△） △636,207 △470,019
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △454,194 △216,026

減価償却費 376,185 346,887

貸倒引当金の増減額（△は減少） 148,534 94,894

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,946 11,860

製品保証引当金の増減額（△は減少） 8,254 9,376

退職給付引当金の増減額（△は減少） △3,296 15,747

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,173 5,491

債務保証損失引当金の増減額（△は減少） 23,438 25,364

受取利息及び受取配当金 △12,338 △16,158

支払利息 12,687 44,736

為替差損益（△は益） 146,178 275,044

投資有価証券評価損益（△は益） 208 1,835

固定資産売却損益（△は益） 1,366 △3,905

固定資産除却損 1,163 218

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 30,382

売上債権の増減額（△は増加） △9,555,620 △4,513,687

たな卸資産の増減額（△は増加） 731,700 633,421

仕入債務の増減額（△は減少） 7,334,593 2,356,936

その他の資産の増減額（△は増加） △45,500 60,140

その他の負債の増減額（△は減少） 66,363 △233,201

その他 △390 －

小計 △1,224,784 △1,070,643

利息及び配当金の受取額 13,003 16,506

利息の支払額 △6,840 △42,650

法人税等の支払額 △2,710 △165,762

法人税等の還付額 50,882 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,170,450 △1,262,549

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） △59,990 200,410

有価証券の償還による収入 199,554 －

有形固定資産の取得による支出 △68,427 △252,081

有形固定資産の売却による収入 109,965 7,977

無形固定資産の取得による支出 △1,826 △10,570

貸付けによる支出 △1,324 △870

貸付金の回収による収入 1,480 1,542

その他 △295 6,063

投資活動によるキャッシュ・フロー 179,136 △47,528
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年３月１日 
 至 平成23年８月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 325,113 2,294,229

長期借入金の返済による支出 △1,000,000 －

自己株式の取得による支出 － △26

配当金の支払額 △1,190 △1,676

リース債務の返済による支出 △812 △882

財務活動によるキャッシュ・フロー △676,889 2,291,643

現金及び現金同等物に係る換算差額 △193,624 △192,775

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,861,826 788,790

現金及び現金同等物の期首残高 7,035,692 8,717,778

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,173,866 9,506,569
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 該当事項はありません。  

  

  

［事業の種類別セグメント情報］ 

前第２四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年８月31日） 

（注）１．事業区分の方法 

事業は、製品の種類別区分によっております。 

２．各区分に属する主要な製品 

 建設機械事業・・・ミニショベル、油圧ショベル、クローラーローダー等 

 その他事業 ・・・撹拌機 

  

［所在地別セグメント情報］ 

前第２四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年８月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。 

２．本邦以外の区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

北米・・・米国 

欧州・・・英国、フランス 

アジア・・中国 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
建設機械事業
（千円） 

その他事業
（千円） 

計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高           

(1) 外部顧客に対する売上高  18,084,183  289,505  18,373,689  －  18,373,689

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高 
 －  －  －  －  －

計  18,084,183  289,505  18,373,689  －  18,373,689

営業利益又は営業損失（△）  524,220  △2,917  521,303  △251,759  269,543

  
日本 

（千円） 
北米 

（千円） 
欧州

（千円） 
アジア
(千円) 

計（千円）
消去又は全
社（千円） 

連結
（千円） 

売上高               

(1）外部顧客に対

する売上高 
 8,330,577  3,953,090  2,853,528  3,236,493  18,373,689  － 18,373,689

(2）セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

 7,184,455  63,846  1,324  19,177  7,268,803  △7,268,803 －

計  15,515,032  4,016,936  2,854,852  3,255,671  25,642,492  △7,268,803 18,373,689

営業利益又は営業損

失（△） 
 △138,902  158,163  105,770  216,906  341,938  △72,394 269,543
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［海外売上高］ 

前第２四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年８月31日） 

（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。  

２．各区分に属する主な国又は地域。 

（1）北米・・・米国 

（2）欧州・・・オーストリア、ドイツ、英国、フランス 

（3）アジア・・中国   

  北米 欧州 アジア その他 計

Ⅰ 海外売上高（千円）  4,111,685  9,985,624  3,240,613  365,118  17,703,042

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  －  －  18,373,689

Ⅲ 連結売上高に占める海外売

上高の割合（％） 
 22.4  54.4  17.6  2.0  96.4
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［セグメント情報］ 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であ

り、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっている

ものであります。 

当社グループは、主に建設機械を製造・販売しており、国内においては当社が、海外においては各地域

を当社及び現地法人がそれぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取扱う

製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。 

したがって、当社グループは、製造・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、

「日本」、「米国」、「英国」、「フランス」及び「中国」の５つを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第２四半期連結累計期間（自平成23年３月１日 至平成23年８月31日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△522,669千円には、セグメント間取引消去△269,292千円、各報告セグメント

に配分していない全社費用△253,377千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属

しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

   

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。   

  

  

（単位：千円）

  報告セグメント
合計 

調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 

（注）２   日本 米国 英国 フランス 中国

売上高                 

外部顧客へ

の売上高 
 9,713,873  5,710,078  1,643,041 1,450,510  2,043,543  20,561,047  － 20,561,047

セグメント
間の内部売
上高又は振
替高 

 8,799,783  －  38,365  152  5,112  8,843,413  △8,843,413  －

計  18,513,657  5,710,078  1,681,407 1,450,662  2,048,655  29,404,461  △8,843,413 20,561,047

セグメント利

益 
 248,341  443,414  88,494  116,749  28,388  925,388  △522,669  402,718

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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